
描画した領域を使ってラスタを抜き出すことで．．．
●● 様々な描画ツールを使って抜き出す領域を定義できます。
●● 保存済みのリージョンや描いたポリゴンを追加して、抜き出す領域を定義できます。
●● 領域の各頂点、中心点、範囲などを数値入力できます。
●● 抜き出す領域に含めたり除外したりできます。
●● 描いた領域の内側を抜き出し領域にするか外側にするか、選択することができます。

描画領域を使ったラスタの抜き出し

V2006 新機能 クイックガイド

ご存知でしたか？．．． 描画した領域を使ってラスタオブジェクトから抜き出す領域を
定義できます。

描画した領域を使ってラスタを抜き出す方法　
●● メニューバーから [ ラスタ (Raster)](V2011 では [ 画像 (Image)])>[ 抜き出し (Extract)] を選択します。
●● プロンプトに従って、抜き出しを行いたいラスタオブジェクトを選択します ( 複数可 )。
●● [ 選択 ] メニューから [ マニュアル ] オプションを選択します ([ 抜き出し (Extract)] タブパネル )。
●● 適切な [ 抜き出す範囲の定義 ] ツールをクリックして伸縮可能な長方形、円、楕円、ポリゴンを描いたり、保存済み
のリージョンを追加します。
●● [ 抜き出す領域内に含める ] ボタンをクリックします。
●● 〈ラスタの抜き出し〉ウィンドウの [ 実行 (Run)] ボタンをクリックします。

さらに知りたいことがあれば．．．

オンラインリファレンスマニュアル

下記のマニュアルのProcess の章から ｢マニュアルで定義した領域の抜き出し
(Extracting A Manually Defined Area)｣ と題されたページをご覧ください。
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[ 選択 (Select)] ボタンを [ マニュアル
(Manual)] にするか、[ 切り出しエリアの
定義 (Define Extraction Area)] アイコン
をクリックすると、〈抜き出す範囲の定義
ツール (Extraction Area Definition Tools)〉
ウィンドウが開きます。

[ 切り出しエリアの定義 ]
アイコン

〈抜き出す範囲の定義ツール〉
ウィンドウ

[ すべてを含む (Include All)]

[ すべてを除外 (Exclude All)]

[ 複数選択の反転 (Invert Selection)]

[ 抜き出し領域から除外
(Exclude from Extraction Area)]

[ リージョン (Region)] ツールで
は保存済みの領域を使って抜き出
し領域を定義します。

定義した領域を
反転してから
抜き出しました。

上の図は、リージョン・長方形・円ツール
を使って抜き出し領域を定義しました。

定義した領域が
抜き出されました。 [ マニュアル入力 (Manual Entry)] トグルを

オンにすると、抜き出す領域の各頂点、中
心点、範囲などの入力が出来ます。

[ 抜き出す領域内に含める
(Include in Extraction Area)]


